第４期 まちづくり大学　第２１回講座

平成２１年２月６日（金）
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　　狭山水みらいセンター見学

　　　　・ 講 師　大阪府南部流域下水道事務所 狭山管理センター　石川 センター長　

　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　 中田 主査
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　　　　　　　　  大阪狭山市都市整備部 下水道グループ　西澤 主幹　　　

　　　　・ Coordinator　市生涯学習推進グループ　　　　榑本主査
　　　　  　　　　　　　 市民活動支援センター　        松尾　大野　

        ・ 出席２６名（Ｍ２３名　Ｆ３名　）欠席４名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
概　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜石川センター長＞
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今週は液体廃棄物の下水処理施設「狭山水みらいセンター」の見学を行った。
東池尻の１０万㎡余り（甲子園の２．５倍の広さとか）の広大な敷地に、

最新技術を採用した大規模な処理設備が設置されている。　　　　　　　　　

大阪府の設備ではあるが、大阪狭山市にこんな大きな下水処理施設が存在
することは、われわれ市民にあまり知られていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜中田主査＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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ここでは、わが大阪狭山市のほか、富田林市、河内長野市の３市から排出された
大量の下水を、各市が下水道管で搬送、このセンターで受け入れたあと、微生物を
使って見事に再生処理を行い、河川や海水の環境汚染の元凶といわれる
｢窒素・リン」をほぼ完全に除去後、東除川へ返している。
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ちなみに、下水普及率は
　　　　　　大阪狭山市　　９９．９％
           （ 富田林市　  ７９．２％）
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　　　 　　　　（河内長野市　６３　％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府　　　　　 ９２．７％
　　　　　　　　　　　　　　　　　全　国　　　　　  ７０．５％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この地下で汚水処理が行われている
下水処理方式には、汚水と雨水を一緒に処理する「合流式」と、
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雨水は河川へ流し汚水のみ処理する「分流式」があるが、
ここは後者の分流式で処理する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ここのメインである下水処理設備は汚水を扱うため、　　　　　　　　　　　　　　　　　
地下にほぼ密閉されていて、見学者にはわずか部分的に　　　

覗けるだけで、汚水処理現場を見ることが出来ないが、　　　　　　
構内を歩いてみると、大規模で素晴らしい設備により、
私たち住民が排出する大量の生活廃水を、環境汚染　　　　　　　　　　　　　
しないよう完全処理している現場を実感できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　説明に聞き入る受講生
　　　                                                                                    
あゆみ

　昭和42年　富田林市金剛終末処理場として開始

　昭和55年　流域下水道狭山処理場(30千㎥／日)
　平成14年　Ⅱ系処理施設完成(41千㎥／日)

　 平成18年　狭山水みらいセンターへ名称変更
  平成20年　Ⅱ系能力増強６１千㎥／日へ　　設備･運転･運営管理を大阪府に一元化
設備能力は次のようにまだまだ余裕がある。（平成20年１２月現在）
　　　　　　　　　　　　　　＜処理方式＞　　＜設備能力／日＞　＜昨年12月の処理量／日＞

　Ⅰ系（旧）昭和５５年設置　標準活性汚泥法　　　　30 千㎥　       1４ 千㎥　　

　Ⅱ系（新）平成１４年設置　高度処理　　　　　約　61 　〃         ３８ 　〃

　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91 　〃         5２　〃
操業は24時間休日なし連操で、配置人員は昼間38名、夜間7名
下水処理の仕組み
≪水処理施設　(微生物により有機物を分解)≫
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　下　水 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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≪汚泥処理施設（除去した汚泥を脱水、焼却)≫
前処理施設　（ 最初に布、髪、紙や砂を取除く ）　　　　　　
　　

最初沈殿池　（ 大きな浮遊物を取除く ）　―→　重力濃縮槽（ 汚泥が自重で沈殿 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

嫌気槽　　（ 活性汚泥＝微生物を加える ）　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

無酸素槽　 　（ 微生物により有機物を分解し　　　　　　

　　　　　　　  窒素はガスとなって放出除去 ）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃縮汚泥混合槽　→脱水機　→焼却炉

好気槽　　（ 微生物の働きで有機物が分解され

アンモニアおよびリンを除去 ）　　　　　　　　　　　　　　　　 灰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　
最終沈殿池 　（ 活性汚泥＝微生物を沈殿除去 ）       　　　　　　　大阪湾埋立　　レンガ
　

砂ろ過設備 　（ 細かな残留物をろ過除去 ）


消毒　　 　 （ 滅菌 ）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
受入れから14時間かけた処理済み水を東除川へ放流　or　場内緑化　せせらぎの丘へ

　　



　せせらぎの丘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
再生処理済み水を流している　　　　　　　　　　　　　　
場内緑地（せせらぎの丘）の小川では、
カワニナが流れの中で育っている。
次は蛍の飼育試行だが、なかなか難問らしい。
また、池には何匹もの大きな鯉がゆうゆうと泳いでいた。
建設費は2,000億円要したとのこと　　　　　　　　　　　　　　　　　カワニナの育つセセラギ
ここの処理場の年間総費用は5８５百万円、年間処理量1,940万㌧　30円／トンの処理費となる。
大阪狭山市の年間下水道会計
　歳入　　　　　　　　　　　　　　　　歳出
　下水道使用料　　　　8億円　　　　　公債費　　　　　１０億円

　地方債　　　　　　　３　　　　　　　建設費　　　　　　１
　一般会計からの繰入　３　　　　　　　流域下水道負担金　２　　　

　その他　　　　　　　１　　　　　　  公共下水道管理費　１
　　計　　　　　　　１５　　　　　　　その他　　　　　　１　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　１５　　　　　　＜西澤主幹＞
下水使用料金8億円／年間処理量６８０万㌧　＝　117円／㌧
（下水道総費用15億円／　　〃　　　　　　　 ＝　２２０円／㌧）
市民へのお願い
　　①　放流水を西除川へ放流したい（大和川取水場の下流へ放流）

　　②　雨天時受入れ汚水が増加する事実（５万㌧から６～７万㌧へ）から、雨水の流入が予想される。各家庭の汚水槽への雨水流入や雨水配管の誤接続に配慮ください。

　　②　夜間、早朝、休日に油脂分などが急増することがある。

　　　　油処理には高コストがかかるので、廃水に捨てないよう注意ください。

質疑応答

１．Ｑ；水力発電とか太陽光発電の考えはないか？
　　　　Ａ；投資額と規模から意識していない。今後効率的な技術が出たら可能性？。
２．Ｑ；狭山池の汚れの原因は？
　　　　Ａ；西除川へ狭山では生活廃水の流入はない。
３．Ｑ；2,000億投資と聞いたが、まだ工事が続いている模様、いつ完成か？
　　　　Ａ；残工事をしているが、こんご人口増が考えられない現状では、慎重でなければならない。
４．Ｑ；場内緑地計画？

　　　　Ａ；処理場屋上の緑地化は平成２１年度中に完成する。
市民の皆さんに開放したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この広大な処理場の屋上を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緑化して多目的公園とする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５．Ｑ残渣利用のレンガ、肥料の商品化？　　　　　　　　　　　　
　　　　Ａ；商品化とは簡単なものではなく、営業体制、販売ルート確立、コストダウン、商品開発、
　　　　　　運送配達手段、売上金回収ルート等々体制を作り上げねばならず、たやすく手出し
すべきでないだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　以上
下水受入パイプ


右が狭山東部よりの管








